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独 立 行 政 法 人 
国 立 国 語 研 究 所 
刊行のことば
国立国語研究所は昭和 年に設置され，平成 年 月から独立行政法人制度の導入に23 13 4
伴い，総計 を数える独立行政法人の一つとして再出発した。57
独立行政法人は通則法第 条により，各事業年度における業務の実績について，所管32











平成 年 月15 6
独立行政法人 国立国語研究所長



















































































25-1 「自発音声 ： データと分析」　　………………………………………………………………… 52
25-2 「日本語コミュニケーションの言語問題」　　…………………………………………………… 53
25-3 「環太平洋地域における日本語の地位」　　…………………………………………………… 54








































































































































， ， 。究を進め 動詞研究の方法論を深化させるとともに 期間中に5件の研究発表を行った
また，中国の日本語教育事情について2回の講演を行った。








































































































































































































































































































































































































































































































協力者（国内 ：林大（名誉所員 ，宮島達夫（京都橘女子大学名誉所員 ，） ） ）




















































キ 活用がゆれている動詞（ 合わす・合わせる 「生じる 「生ずる ）をはじめ，ゆ「 」 」 」
れている語形については，数種類の辞書で確認し，妥当な語形を採用した。





















非常勤研究員：小木曽智信（明海大学 ，近藤明日子（明海大学 ，） ）
中川美和（東京都立大学）
研究補佐員：吉田谷幸広







































・ …みたいだ」の誕生と定着―コーパスで言葉の歴史を調べる― （NHKラジオ「こ「「 」
ちら国語研究所」2002年12月29日）
















(3) 「太陽研究会」発表資料集 研究会11回・発表38本分 文書ファイル2冊
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②研究課題「日本語の多様性に関する基盤データの整備と研究法の探索」













































































１ 「国立国語研究所報告120 学校の中の敬語２－面接調査編－ ，2003年3月） 」
２）尾崎喜光「正しくなくとも伝わる敬意 『産経新聞』2002年4月22日（取材を受けてコ」
メントした内容の一部が記事になったもの）




５）尾崎喜光「解説2 ことばの地域差の多様な姿 『新「ことば」シリーズ16 ことばの」
地域差―方言は今― ，pp.38-46，2003年3月』







"Discourse Politeness in Japanese Conversation: Some Implications for a


























非常勤研究員：亀田裕見（文教大学 ，小西いずみ（東京都立大学 ，） ）
篠崎晃一（東京都立大学）
研究補佐員：吉田雅子




， ， ， ， ，体 発言相手 表現内容他)・調査語(行く 来る 食べる他)などの組みあわせからなり
65項目にのぼる 地図集1冊で最終的に取り扱える項目数は20～30項目(地図枚数最大65枚)。
と予測されることから，すべてを地図化して出版することは不可能である。そこで，編集

































９ 大西拓一郎, 解説 地図で見る方言の表現法― 方言文法全国地図 第5集より― ,） 「 『 』 」
『国語研の窓』13号p.4, (2002.10)
10）大西拓一郎「座談会」p.9-25・ 問３」p.84-85・ 問６」p.90-91・ コラム4」p.59「 「 「
「コラム6」p.116 新「ことば」シリーズ16『ことばの地域差－方言は今－』(財務省
印刷局)(2003.03)
11 三井はるみ 解説1 ことばの地域差 p.28-35・ 問1 p.80-81・ 問2 p.82-83・ 問） 「 」 「 」 「 」 「






















22 三井はるみ, 働きかけの表現の地域差へのアプローチ―禁止表現を例として― , 日） 「 」『
本語学』21-11,p.36-47,(2002.09)





















































































仕様と作成, 国語学会2002年度春季大会要旨集, 225-232, 2002.05.
３) Maekawa, K. "Outline of the Corpus of Spontaneous Japanese," 第10回国立国語
研究所国際シンポジウム第1部会 Spontaneous Speech: Data and Analysis, 2002.08.
４) Maekawa, K. "Design, compilation, and preliminary analyses of the Corpus of
Spontaneous Japanese," NTT-Stanford workshop on concept and language
processing, 2002.09.
５) Maekawa, K., H. Kikuchi, Y. Igarashi & J. Venditti. "X-JToBI: An extended
J_ToBI for spontaneous speech," Proceedings of ICSLP2002, Denver, 1545-1548,
2002.09.
６) 前川喜久雄. パラ言語情報研究の課題, 日本音響学会2002年秋季研究発表会講演論文
集, 247-250, 2002.09.
７) 山住賢司・籠宮隆之・槙洋一・前川喜久雄. 講演音声の印象評定構造に関する因果モ
デルの検討, 日本音響学会2002年秋季研究発表会講演論文集, 255-256, 2002.09.
８) 藤本雅子・前川喜久雄. 発声様式に及ぼすパラ言語情報の影響－高速ビデオ画像の解
析－, 日本音響学会2002年秋季研究発表会講演論文集, 257-258, 2002.09.
９) 菊池英明・前川喜久雄. 自発音声韻律ラベリングスキームX-JToBIによるラベリング
精度の検証, 日本音響学会2002年秋季研究発表会講演論文集, 259-260, 2002.09.
10) 小磯花絵・斉藤美紀・間淵洋子・前川喜久雄. 話し言葉における助詞の撥音化現象の
実態－ 日本語話し言葉コーパス を用いて－. 社会言語科学会第10回研究大会予稿集,『 』
215-220, 2002,09.
11) 斉藤美紀・小磯花絵・前川喜久雄.「ギジツ」と「ギジュツ ： 日本語話し言葉コー」『
パス』に基づく直音化現象の分析－. 社会言語科学会第10回研究大会予稿集, 209-214,
2002,09.
12) 前川喜久雄. 話し言葉コーパスの利用可能性. 日本研究的深化与拓展(北京日本学研
究中心主催シンポジム予稿集), 46-47, 2002.10.
13) 菊池英明・前川喜久雄．自発音声韻律ラベリングスキームX-JToBIの能力検証, 人口
知能学会研究会SIG-SLUD (A-202-06), 33-36, 2002.11.




会資料, SIG-SLUD (A-203), 139-144, 2003.03.
16) 皆川泰代・籠宮隆之・前川喜久雄．長／短母音の時間制御特性－自発音声コーパスの




























































































































































































。 ， ，に示すシンボルとも言える 日本語教師教育は 国立国語研究所日本語教育部門にとって
今後の活動の柱の一つとも言うべき重要事項である。
担当






















































































































































協力者（国内 ： 学習手段国内調査】今井武（石川県国際交流協会 ，小林由子（北海）【 ）
道大学 ，斉藤伸子（桜美林大学 ，斉藤祐美（山梨外国人人権ネッ） ）






・県内に居住する外国人が 国籍や滞日目的等において極端な偏りがなく アジア出身者,， （







































































メルボルン日本語教育センター Melbourne Centre for Japanese Language
Education (MCJLT)



























































































協力者（海外 ： 学習手段海外調査】佐藤純（タイ・商工会議所大学 ，タナサーンセ）【 ）
ーニー・社浦美香（タイ・アサンプション大学 ，李徳奉（韓国・同）
徳女子大学，韓国日本学会長 ，姜錫佑（韓国・カソリック大学 ，） ）
スペンスブラウン・ロビン（オーストラリア・モナシュ大学 ，デク）
レッツァー・アン（オーストラリア・メルボルン日本語教育センタ
ー ，工藤節子（台湾・東海大学 ， 阿久津智（日本マレーシア高等） ）






（ ） ，・オーストラリア ビクトリア州 および韓国において同調査実施に向けての準備を行い



















































語のテストであるCertificado inichial de esupanol como lenga extranjerとDiploma




































































































































委員長 甲 斐 睦 朗 (国立国語研究所長)
副委員長 水 谷 修 (名古屋外国語大学長)
副委員長 中 西 進 (帝塚山学院長)
委員 阿 辻 哲 次 (京都大学人間環境学研究科教授)
倉 島 節 尚 (大正大学文学部教授)
神 津 十 月 (作家)
古 賀 節 子 (青山学院大学名誉教授)
輿 水 優 (日本大学文理学部次長)
小 森 政 道 (小学館コミュニケーション編集局次長)
柴 田 実 (NHK放送文化研究所用語研究班主任研究員・解説委員)
陣 内 正 敬 (関西学院大学総合政策学部教授)
関 根 健 一 (読売新聞東京本社校閲部次長)
鳥 飼 玖美子 (立教大学観光学部・異文化コミュニケーション研究科教授)
中 山 惠利子 (阪南大学国際コミュニケーション学部助教授)
長谷川 眞理子 (早稲田大学政治経済学部教授)
福 田 亮 (朝日新聞東京本社校閲部用語幹事補佐)
松 岡 和 子 (翻訳家・演劇評論家)
相 澤 正 夫 (国立国語研究所研究開発部門長)
加 藤 安 彦 (国立国語研究所研究開発部門第一領域長)
田 中 牧 郎 (国立国語研究所研究開発部門第一領域主任研究員)
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また 「外来語」委員会・作業部会の構成は，次の通りである。，
相 澤 正 夫 (部会長)
加 藤 安 彦
陣 内 正 敬





















































































































（ ）「 」『 』・ 横山詔一・エリク=ロング 2002 日本語図書情報の海外提供システム 日本語学
12月号
















番号 区 分 氏 名 勤務先及び役職名
1 委員長 樺島 忠夫 大阪府立大学名誉教授
2 委員 阿辻 哲次 京都大学教授
3 委員 石崎 俊 慶応義塾大学教授
4 委員 植村 八潮 (社)日本書籍出版協会
5 委員 岡崎 義則 (社)日本新聞協会
6 委員 小町 祐史 松下電送システム(株)
7 委員 柴田 実 NHK放送文化研究所
8 委員 樋口 和雄 (社）電子情報技術産業協会
9 委員 東田 正信 日本電信電話(株)
10 委員 加治佐俊一 マイクロソフトプロダクトディベロップメント
11 委員 金武 伸弥 (社)日本新聞協会
12 委員 木村 直 (独)国立国語研究所理事
13 委員 三田 真弓 (社)情報処理学会規格部門マネージャー
14 委員 若井 博雄 (財)日本規格協会理事
15 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 辻 義信 経済産業省産業技術環境局標準課長
16 事務局 八田 勲 (財)日本規格協会標準部長
17 事務局 和田野 晋 (財)日本規格協会標準調査課
２．運営委員会 委員名簿
番号 区 分 氏 名 勤務先及び役職名
1 委員長 石崎 俊 (社)情報処理学会情報規格調査会副会長
2 委員 木村 直 (独)国立国語研究所理事
3 委員 若井 博雄 (財)団法人日本規格協会理事
4 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 辻 義信 経済産業省産業技術環境局標準課長
5 事務局 八田 勲 (財)日本規格協会標準部長
6 事務局 和田野 晋 (財)日本規格協会標準調査課
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３．文字対応ＷＧ 委員名簿
番号 区 分 氏 名 勤務先及び役職名
1 主査 樺島 忠夫 大阪府立大学名誉教授
2 委員 阿辻 哲次 京都大学総合人間学部教授
3 委員 輿水 優 日本大学文理学部教授
4 委員 小林 一仁 桜美林大学文学部教授
5 委員 前田 富祺 神戸女子大学文学部教授
6 委員 横山 詔一 (独)国立国語研究所情報資料部門第2領域長
7 委員 笹原 宏之 (独)国立国語研究所研究開発部門第1領域主任研究員
8 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 八田 勲 (財)日本規格協会標準部長
9 事務局 久保田 学 (独)国立国語研究所会計課長
10 事務局 和田野 晋 (財)日本規格協会標準調査課
４．文字情報データベースＷＧ 委員名簿
番号 区 分 氏 名 勤務先及び役職名
1 主査 石崎 俊 慶應義塾大学環境情報学部教授
2 委員 笹原 宏之 (独)国立国語研究所研究開発部門第1領域主任研究員
3 委員 ﾛﾝｸﾞ ｴﾘｸ (独)国立国語研究所 情報資料部門第2領域研究員
4 委員 石岡 俊明 リョ－ビイマジクス(株)
5 委員 古家 時雄 特定非営利活動法人文字鏡ネット理事
6 委員 黒田信二郎 (株)紀伊国屋書店出版部部長
7 委員 伊藤 英俊 ＮＥＣシステムテクノロジー(株)
8 委員 三田 真弓 (社)情報処理学会文字情報データベース開発室長
9 委員 澤田照一郎 (社)情報処理学会文字情報データベース開発室員
10 委員 木村 敏子 (社)情報処理学会文字情報データベース開発室員
11 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 八田 勲 (財)日本規格協会標準部長
12 事務局 加藤 良子 (社)情報処理学会
13 事務局 和田野 晋 (財)日本規格協会標準調査課
５．文字グリフＷＧ 委員名
番号 区 分 氏 名 勤務先及び役職名
1 主査 荒木 孝治 (株)日立製作所
2 委員 飯塚 晧 (株)リコー
3 委員 石岡 俊明 リョウビイマジクス(株)
4 委員 黒須 勝博 キヤノン・エヌ・テー・シー(株)
5 委員 櫻井 敏行 日本電気(株)
6 委員 高橋 仁一 大日本印刷(株)
7 委員 長野 恵子 日本アイービーエム(株)
8 委員 長村 玄 (株)ドキュメント・エンジニアリング研究所
9 委員 野島 伸一 富士通(株)
10 委員 山本 太郎 アドビシステムズ(株)
11 委員 八田 勲 (財)日本規格協会標準部長
12 委員 橋本 進 (財)日本規格協会標準調査課長
13 事務局 和田野 晋 (財)日本規格協会標準調査課
















Dr. Yasuo Horiuchi (Chiba Univ.) "Annoatation of gesture in speech dialogue."
Prof. Syun Tutiya (Chiba Univ.) "Referring in spontaneous speech in a language
that lacks article."
Dr. Janice Fon (Taiwan National Normal Univ.) "A cross-linguistic study of
discourse and syntactic boundary cues in spontaneous speech."
Prof. Keith Johnson (The Ohio State Univ.) "The ViC corpus: A resource for the
study of spoken langauge variability in psycholinguistics, phonology, and
phonetics."
Dr. Bill Raymond (The Ohio State Univ.) "Coding consistency in the transcription
of spontaneous speech from the Buckeye corpus."
Dr. Shu-Chan Tseng (Academia Sinica) "Collection of spontaneous Mandarin data
and preliminary results".
Kikuo Maekawa (National Institute for Japanese Language) "Outline of the Corpus
of Spontaneous Japanese.
Hideaki Kikuchi (National Institute for Japanese Language) "Segmental and






























































































メーリングリスト：日中コミュニケーション研究会（220名 ，行動計量学会（500名 ，） ）
多言語社会研究会（300名 ，統計学会（400名 ，日本語観国際セ） ）




















































































所外委員：大島資生（東京大学 ，山田進（聖心女子大学 （平成14年9月まで）） ）













研究論文 調査報告 研究ノート その他（査読対象外） 計
4 2 1 3 10ａ.11号
7 0 0 1 8ｂ.12号
論文投稿状況
年／月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
ａ.平成12年 1 1 3 3 3 0 6 4 1 0 1 3 25
ｂ.平成13年 1 1 0 2 4 7 8 3 1 0 2 3 30
ｃ.平成14年 3 1 1 1 1 4 1 0 3 4 0 4 23
論文採録状況
投稿数 採録数 採録率
ａ.11号 17 7 41％




















































































































③「新ことばシリーズ 「ことばビデオシリーズ 「日本語教育ブックレット」等，研」 」



























































































































協力者(国内)：大原穣子（女優・方言指導者 ，佐藤武夫（山形県三川町町議会議員 ，） ）





























座 談 会 「ことばの地域差－方言は今－」
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（ ）， （ ）出席者：大原穣子 氏 女優・方言指導者 佐藤武夫 氏 山形県三川町町議会議員
清水義範 氏（作家 ，大西拓一郎（国立国語研究所研究員））
司 会：甲斐睦朗（国立国語研究所長）
解 説（5編 「ことばの地域差－方言は今－ 「ことばの地域差の多様な姿」） 」
「変わりゆく地域のことば 「地域のことばと「ことば教育 」」 」
「方言を調べる」












学生を対象に積極的に閲覧に供されている（ 図書室等で（30.9％ 「担当課で職員「 ）」
等に（35.5％ 。利用のされ方としては 「ことばへの興味（61.8％ 「わからな）」） ， ）」
















（平成11年度）第11号 2,560 部 第12号 3,068 部










第５回「 ことば』ってなんだろう？ （平成13年5月実施）『 」
＝第11号「豊かな言語生活のために」と関連






































































































































































































































































































































































































































































④方言談話資料CDおよびCD-ROMを作成し 『国立国語研究所資料集 13 全国方言談データ，
ベース 日本のふるさとことば集成』として 『13-4 第4巻 茨城・栃木 『13-5 第5巻， 』，
埼玉・千葉 『13-6 第6巻 東京・神奈川 『13-7 第7巻 群馬・新潟』を刊行した。』 』














「 」 ， 。基礎資料の現状： 日本言語地図 の原資料カードは 第2資料庫のカードボックスに保管
画像ファイルおよびコードデータはDVD-RAMに保存 「各地方言収集緊急調査」の録音カセ。
， ， 。「 」，ットテープ 手書きの文字起こし原稿は 第2資料庫に保管 全国方言談話データベース




























































































































































































全体を統合した「日本語情報資料館」の運用を開始し 「バーチャル展示 （ネットワ， 」
ークによる資料の公開・閲覧）を開始した。
， ， 「 」電子資料館 電子図書館 日本語教育支援ネットワークを統合した 日本語情報資料館
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・Yokoyama Shoichi, Eric Long, Kumagai Yasuo & Yoneda Junko（2002年8月）





















①アジア諸国へのソフトの提供： 5か国の中核的機関の1千台のパソコンに対応 ：ソフ（ ）
トの選定は終了したが，ドル建て等のソフトの購入の問題，生産中止による受注生産など























の整理をしている。なお，毎年得られた情報資料は 「日本語教育の世界JWeb （http://， 」

































































































。 ， ， ，とが判明 なお 国内での日本語IT活用日本語指導能力向上研修に関しては 前期3日間
6箇所，後期2日間，3箇所で実施。参加者数は121名。アンケート調査結果では，回答者数




































































































































































































平成14年12月7日（土 ，8日（日 ，国立国語研究所 【参加人員73名】） ）
【講演とパネルディスカッション （12月7日，参加人数73名）】
E-rater: An Automated System for Scoring Essays
Mark D. Shermis（米国・フロリダ国際大学）
自由記述アンケートからのマイニングによる CRM の新しい形 森永聡（NEC）
コメンテーター 村木英治（東北大学 ， 冨田祐一（大東文化大学））
【デモンストレーション】 12月8日，参加人数50名（申し込み制）
第4回「対照研究と日本語教育」





























































































































































第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回
非常に参考になった 34 22 24 58 11 37
ある程度参考になった 35 11 22 44 12 13
あまり参考にならなかった 1 0 １ 0 １ 0
新しい情報が多く得られた 68 32 33 72 12 48
新しい情報が得られなかった 2 1 2 5 1 0
とてもわかりやすかった 30 16 19 50 9 36
だいたいわかった 37 13 17 24 13 11


















































（ ） ， ，所外 ：連携機関である政策研究大学院大学 国際交流基金日本語国際センターの教官






















































































































































































年度 依頼数 派遣数 年度 国立機関 私立機関 財団法人 地方公共団体 合計
10 76 74 13 12 2 18＊ 9 41
11 88 88 14 9 3 2 17 31
12 75 66 ＊日本国際教育教会による日本留学試験の実施平成13年度









































































































①14. 4.24 岩手県盛岡市立厨川中学校 2名
②14. 5.22 兵庫県加東郡滝野中学校 6名
③14. 5.28 愛知県豊橋市高豊中学校 4名
④14. 6. 7 福井県武生市立第一中学校 5名
⑤14. 6.20 KCP日本語講師養成講座 15名












































半数の機関から 「掲示板等に配備し，閲覧できるようにする ，あるいは「図書室・資， 」
料室等に配備し，閲覧できるようにする」という回答があったが 「担当課（係）などに，
， 」 。配備し 職員・学生・生徒等が閲覧できるようにする というだけの利用も約1/3あった


































































「日本語情報資料館」システムの運用開始 「日本語図書の海外提供システム ，蔵書目， 」















区 分 11年度 12年度 13年度 14年度
獲 得 金 額 13,697 万円 14,531 万円 16,280 万円 22,294 万円
(内訳）
科学研究費補助金 2,240万 円 3,070 万円 4,013 万円 5,051 万円
（件数） 15 件 17 件 19 件 21 件

































































































9名（三井はるみ，井上文子，井上優，日高水穂（秋田大学 ，小林隆（東北大学 ，） ）








































6名（熊谷智子，石井恵理子，生越直樹（東京大学 ，任榮哲（韓国中央大学校 ，） ）
































































































『太陽』1895年 約150万字 『女学雑誌』1894･5年 約150万字
『太陽』1909年 約150万字 『女学世界』1909年 約150万字



















































































































も実際に活用されている。さらに，その知見の一部は『The Japanese Mental Lexicon :































Nobuko CHIKAMATSU, Shoichi YOKOYAMA, Hironari NOZAKI, Eric LONG, & Sachio FUKUDA
（2000年11月）A Japanese logographic character frequency list for cognitive
science research. Behavior Research Methods, Instruments, & Computers vol.32
no.3 p.482-500, Psychonomic Society《査読付き》
（ ）「 」久野雅樹・横山詔一・野崎浩成 2002年9月 毎日新聞と朝日新聞における文字使用の差
『計量国語学』23巻6号，p.277－295，計量国語学会《査読付き》























Eric Long, Yokoyama Shoichi, Kumagai Yasuo, Yoneda Junko & Joseph F. Kess（in
Augustpress） JiBOOKS: An Image-based Japanese-language Data Retrieval System.
"Changing Japanese Identities in Multicultural Canada" Conference.22-24, 2002
Centre for Asia-PacificSelected papers will be published in Spring 2003. 〔
〕Initiatives, University of Victoria, Canada














































三井はるみ（2003 「 小事典】ふるさとのことば：東京都 『月刊言語』32-1）【 」

















































































































・成果報告書をまとめ 年度末に300部刊行する予定 報告書は 言語テストの動向 技， 。 ，「 」「





(1) 2003 菅井 英明「大規模標準化言語テストの現状と動向」 『東呉外語学報』
18期 （採択済み）




















































































































特徴 － 日本・韓国・米国の日本語学習者の意見交換過程の分析 －」社会言語
科学会第8回研究大会 （慶応義塾大学）
杉本明子・柏崎秀子・菅井英明（2001 「電子メールを利用した日本語作文教育の効果に）
関する一考察 － 日本語学習者の電子メール作文と紙上作文の比較より －」 2001年
度日本語教育学会秋季大会 （立命館アジア太平洋大学）





































































































































































































男子用往来物 ： 頭語・結語 相手への依頼を表す「～べく候」































論的問題の検討， 日本認知科学会第19会大会, 114-115, 2002,06.
・森本郁代・高梨克也・竹内和広・小磯花絵・井佐原均：日本語話し言葉コーパスへの談
話構造タグ付与 言語処理学会第9回年次大会, 695-698,2003,03.










また2003年4月（ESCA & IEEE workshop on Spontaneous Speech Processing and






































































(1) 新聞 ― 漢字整理の一環として人為的に定着させた字体










































「 「 」 」『 』笹原宏之 地域訓の一考察 ― 硲 字の歴史と地名用字訓― 国語学 研究と資料
15号1～15頁 1991年12月
笹原宏之 「JIS漢字と位相 『日本語学』(明治書院)7月号75～85頁1993年 7月」
笹原宏之 「地域文字の考察 ―地名に現れた日本語表記の時代差と地域差の一例―」文
化女子大学紀要『人文・社会科学研究』2集17～39頁 1994年 1月
笹原宏之 「 JIS X 0208」における音義未詳字に対する原典による同定 ―『標準コー「






笹原宏之 「地名を漢字で書くために ―文献と地名に見る「がけ」の一字表記― 『日」
本語学』12月号 特集「文字・表記の現在と課題」p30-42 2002年12月
笹原宏之 「新聞の漢字を調べる （大阪府 朝日新聞大阪本社アサコム・サブホール）」
第12回「ことば」フォーラム「新聞の漢字」 2002年10月25日
笹原宏之 「〆」 朝刊『読売新聞 「日めくり」 2003年2月14日』
















［資料］(1) 新聞 ： 読売新聞 『朝日新聞』ほか『 』，
(2) 地名資料： 国土行政区画総覧 「1/2,5000地形図 「土地台帳」ほか『 』， 」，





















本研究の目的は 「分類語彙表 （国立国語研究所刊）の語彙のうち 「体 （名詞類）， 」 ， 」
の分類における語の分類形式に合わせて韓国語の相当語・句を分類し 日韓比較語彙表 並， （
列シソーラス）を構築すること，及びそれに付随する対照言語学的な研究を行うことにあ
































































































































































第一条 この法律は 独立行政法人国立国語研究所の名称 目的 業務の範囲等に関する事， ， ，
項を定めることを目的とする。
（名称）















２ 政府は 必要があると認めるときは 予算で定める金額の範囲内において 研究所に追， ， ，
加して出資することができる。

































第十二条 研究所は 通則法第二十九条第二項第一号に規定する中期目標の期間 以下この， （
項において「中期目標の期間」という ）の最後の事業年度に係る通則法第四十四条第一。
項又は第二項の規定による整理を行った後，同条第一項の規定による積立金があるとき
は その額に相当する金額のうち文部科学大臣の承認を受けた金額を 当該中期目標の期， ，
間の次の中期目標の期間に係る通則法第三十条第一項の認可を受けた中期計画 同項後段（
の規程による変更の認可を受けたときは その変更後のもの の定めるところにより 当， ） ，
該次の中期目標の期間における前条に規定する業務の財源に充てることができる。











第十三条 研究所に係る通則法における主務大臣 主務省及び主務省令は それぞれ文部科， ，
学大臣，文部科学省及び文部科学省令とする。
第五章 罰則















童手当法 昭和四十六年法律第七十三号 第七条第一項 同法附則第六条第二項において（ ） （




村長 特別区の区長を含む の認定があったものとみなす｡この場合において その認定（ 。） ，




第四条 研究所の成立の際現に存する国家公務員法 昭和二十二年法律第百二十号 第百八（ ）
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条の二第一項に規定する職員団体であって，その構成員の過半数が引継職員であるもの
は 研究所の成立の際国営企業及び特例独立行政法人の労働関係に関する法律 昭和二十， （
） 。 ，三年法律第二百五十七号 の適用を受ける労働組合となるものとする この場合において
当該職員団体が法人であるときは，法人である労働組合となるものとする。
２ 前項の規定により法人である労働組合となったものは 研究所の成立の日から起算して，
六十日を経過する日までに 労働組合法 昭和二十四年法律第百七十四号 第二条及び第， （ ）






第五条 研究所の成立の際 第十一条に規定する業務に関し 現に国が有する権利及び義務， ，
のうち政令で定めるものは，研究所の成立の時において研究所が承継する｡






第六条 前条に規定するもののほか 政府は 必要があると認めるときは 研究所の成立の， ， ，







































































































































































































































































































































































































































































1 多様な研究事業需要に対応し 有機的な連携等を図るための運営体制を構築す（ ） 、
る。











， 「 」「 」２ 研究所の業務運営については 外部有識者からおおむね 適切である 有効である
との評価が得られるような，効果的・効率的な運営を行うため，次の措置をとる。
- -176
1 事業計画その他の重要事項について 外部有識者に評議員を委嘱し 指導・助（ ） ， ，
言を求め，業務運営に反映させる。
2 外部有識者を含めた評価組織を構成し 組織・運営 研究・事業 設備等にに（ ） ， ， ，




（ ） ， 。1 独立行政法人化の趣旨を理解し 意識改革を図るための職員研修会等を行う









① 研究課題 現代日本語における書き言葉の実態解明と雑誌コーパスの構築 を「 」
実施し，次の成果などを得るとともに，国語教育等における文字・表記等の指
導 近現代語を対象とする辞書編集等に寄与する ＊ コーパスとは 電子化さ， 。 ，
れた大量の言語資料をいう。以下同じ。
ア 現代雑誌200万字言語調査報告書 の刊行については 現代雑誌約70種から．「 」 ，
サンプリングによって得られた 約200万字の言語データをもとに 平成16年， ，






イ 「太陽コーパス」の作成及び報告書の刊行については，総合雑誌「太陽 （1． 」
895～1928年 の対象データ全62冊分について 電子化されたテキスト 太陽） ， （「
コーパス ）の最終的なデータチェック作業を終了する （CD-ROM」 。
版及び報告書(仕様編)は平成15年度，報告書(研究編)は平成16年度にそれぞ
れ刊行予定 同時に このコーパスを利用した研究を発表する場として 太） ， ，「
陽研究会」を開催する。
② 研究課題 日本語の多様性に関する基盤データの整備と研究法の探索 を実施「 」
し，次の成果などを得るとともに，国語教育等における敬語，方言等の指導，
言語情報処理分野における研究開発等に寄与する。




イ 方言文法全国地図 の刊行については 文法の地域差を全国的に鳥瞰する 方．「 」 ， 「
言文法全国地図 全６集 既刊5集 のうち,平成１６年度に刊行を予定して」（ （ ））
いる第６集の編集作業を開始する。














と教育実践例の収集を行う また公開発表会を開催し その成果報告論文。 ，
集を作成する。
b 欧米版対訳コーパス 作成のための仕様書作成及びデータ収集を行う 次「 」 。（
年度以降データ収集を継続し，平成15年度に試用版，平成16年度に完成 版C






















を収集・分析し 蓄積した情報は 国内の日本語教育機関における学習と教， ，「
育の実践データ」として，日本語教育支援総合ネットワーク等により公表す

































































































1 長期研修 中核的教員を対象に リーダーとなりうる教師を育成することを目（ ） ，
的とし，チーム別･プロジェクト別の2種の研修を行う。研修報告書は平成15年
度に作成する （対象人員約30名 期間1年 平成15年度以降も継続する ）。 。
2 短期研修 多様な学習者 新たな学習ニーズに対応できる力を育成することを（ ） ，
目的とし，短期集中型の研修を３地域で行う。研修報告書は平成15年度に作成
する （対象人員約500名 期間1日～1週間 平成15年度以降も継続する ）。 。
3 遠隔研修 遠隔地の教育機関の教員チームを対象として インターネット等の（ ） ，
情報通信技術を活用した研修を行う （対象人員約30名 期間1年 平成15年度以。
降も継続する ）。
４ 附帯する業務





（ ） 。2 研究機関等の求めに応じ職員を派遣するなど援助及び指導を行う




































































































昭和 年 月 日 国立国語研究所設置法公布施行（昭和 年法律第 号 。研究所庁舎23 12 20 23 254 ）
として明治神宮聖徳記念絵画館の一部を借用。総務課及び２研究部をもっ
て発足。
昭和 年 月 日 庶務部及び２研究部に改編24 12 20
昭和 年 月 １日 研究庁舎，千代田区神田一ツ橋１丁目１番地の一橋大学所有の建物を借用29 10
し，移転
昭和 年 月 １日 国立国語研究所組織規程改正。３研究部に改編30 10
昭和 年 ４月 １日 ４研究部に改編33
昭和 年 ４月 １日 研究庁舎，北区西が丘３丁目９番 号（旧北区稲付西山町）に移転37 14
昭和 年 ６月 日 文化庁設置とともに，国立国語研究所は文化庁附属機関として設置43 15
昭和 年 ４月 日 国立国語研究所組織規程全部改正。庶務部，５研究部及び日本語教育部に49 11
改編
昭和 年 月 １日 日本語教育部を日本語教育センターに改編51 10
昭和 年 ４月 １日 日本語教育センターに日本語教育指導普及部設置56
昭和 年 月 ２日 国家行政組織法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関58 12
する法律（昭和 年法律第 号）により国立国語研究所設置法は廃止58 78
昭和 年 ７月 １日 文部省組織令の全部改正（昭和 年政令第 号 。国立国語研究所組59 59 227 ）
織令施行（昭和 年政令第 号）59 228
昭和 年 月 １日 国語辞典編集室新設63 10
平成 元年 ４月 １日 情報資料研究部の設置及び２研究部の室の改編
平成 年 月 日 独立行政法人国立国語研究所法公布（平成 年法律第 号)11 12 22 11 171






















役 員 所 長 甲斐 睦朗 主任研究員 大西拓一郎
理 事 木村 直 研 究 員 當眞千賀子
監 事 窪川 秀一 〃 小磯 花絵
〃 西原 鈴子 日本語教育部門 部 門 長 杉戸 清樹
管 理 部 部 長 近藤 二郎 第一領域 領 域 長 石井恵理子
総 務 課 課 長 膝舘 俊広 主任研究員 金田 智子
課長補佐 入江 久男 〃 井上 優
庶務係 係 長 髙山 和男 研 究 員 福永 由佳
主 任 大田 一子 〃 杉本 明子
（図書）係 員 綱川 博子 〃 菅井 英明
人事係 係 長 和田 敏雄 〃 宇佐美 洋
係 員 小林 一隆 〃 小河原義朗
会 計 課 課 長 久保田 学 第二領域 領 域 長 柳澤 好昭
課長補佐 藤崎 敏雄 主任研究員 嶋村 直己
専門職員 佐野 一良 研 究 員 植木 正裕
総務係 係長（併） 藤崎 敏雄 〃 早田美智子
経理係 係 長 高砂 健介 情報資料部門 部 門 長 熊谷 康雄
主 任 齋藤 昌宏 上席研究員 米田 正人
用度係 係 長 坂上 慶一 第一領域 領 域 長 伊藤 雅光
係 員 松岡 幸恵 主任研究員 井上 文子
研究開発部門 部 門 長 相澤 正夫 〃 新野 直哉
上席研究員 吉岡 泰夫 研 究 員 池田理恵子
第一領域 領 域 長 加藤 安彦 〃 齋藤 達哉
主任研究員 山崎 誠 〃 辻野都喜江
〃 田中 牧郎 〃 中山 典子
〃 笹原 宏之 第二領域 領 域 長 横山 詔一
研 究 員 山口 昌也 主任研究員 山田 貞雄
〃 柏野和佳子 研 究 員 森本 祥子
〃 小椋 秀樹 〃 鈴木美都代
研究補助員 小沼 悦 〃 小高 京子
第二領域 領 域 長 前川喜久雄 〃 塚田実知代
主任研究員 尾崎 喜光 〃 礒部よし子




年 歳 出 予 算 科学研究費補助金
度 人 件 費 事 業 費 合 計 件数 交 付 金 額
千円 千円 千円 件 千円
10 590,052 417,195 1,007,247 12 149,600
11 563,824 431,552 995,376 14 20,900
12 558,997 441,311 1,000,308 17 30,700
( )1,073,778
13 612,804 584,056 1,196,860 15 36,760
( )1,194,977




名 称 計第一号館 第二号館 第三号館 第二資料庫
第四号館 附属建物（ ）
構 造 ＳＲＣ ＲＣ ＲＣ ＲＣ ＲＣ
地上５階 地上３階 地上２階 地上１階 地上１階
地下 階1
1,073 966 121 213 106 186 2,665建面積㎡
5,719 3,015 238 213 106 330 9,621延面積㎡
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